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(54)【発明の名称】 電子内視鏡スコープ

(57)【要約】
【課題】  色フィルタを組み込んだ固体撮像素子から成
る電子内視鏡スコープであって、加熱殺菌処理後の電子
内視鏡スコープの使用の度毎に面倒なホワイトバランス
補正データの作成を行う必要のない電子内視鏡スコープ
を提供する。
【解決手段】  電子内視鏡スコープ１０は撮影用固体撮
像素子１８の色フィルタＣＦ
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の退色劣化の程度を監視

するために該色フィルタと同等な特性の色フィルタＣＦ

60
を組み込んだ色フィルタ退色監視用固体撮像素子６０

を具備する。撮影用固体撮像素子から得られるカラー画
像信号の各色の画像信号を増幅するためのゲインを補正
するためのホワイトバランス補正データが作成される。
色フィルタ退色監視用固体撮像素子の色フィルタが白色
光で照明され、色フィルタ退色監視用固体撮像素子から
得られるカラー情報信号に基づいてホワイトバランス補
正データのための訂正データが作成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡像をカラー画像として得るために
色フィルタを組み込んだ撮影用固体撮像素子を備えた電
子内視鏡スコープであって、
前記撮影用固体撮像素子の色フィルタの退色劣化の程度
を監視するために該色フィルタと同等な特性の色フィル
タを組み込んだ色フィルタ退色監視用固体撮像素子と、
前記色フィルタ退色監視用固体撮像素子の色フィルタに
白色光を照射する白色光照射手段と、
前記撮影用固体撮像素子から得られるカラー画像信号の
各色の画像信号を増幅する際のゲインを設定するための
ホワイトバランス補正データを作成するホワイトバラン
ス補正データ作成手段と、
前記ホワイトバランス補正データを格納するメモリ手段
と、
前記白色光源の照明時に前記色フィルタ退色監視用固体
撮像素子から得られるカラー情報信号に基づいて前記ホ
ワイトバランス補正データを訂正するための訂正データ
を作成する訂正データ作成手段とを具備して成ることを
特徴とする電子内視鏡スコープ。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡スコープに
おいて、更に、前記訂正データ作成手段によって作成さ
れた訂正データに基づいてホワイトバランス補正データ
を訂正して前記撮影用固体撮像素子から得られるカラー
画像信号にホワイトバランス補正処理を施すホワイトバ
ランス処理手段が設けられることを特徴とする電子内視
鏡スコープ。
【請求項３】  請求項１または２に記載の電子内視鏡ス
コープにおいて、前記ホワイトバランス補正データ作成
手段を動作させてホワイトバランス補正データが作成さ
れる度毎に前記訂正データ作成手段も動作させられて訂
正データが新たに作成されることを特徴とする電子内視
鏡スコープ。
【請求項４】  請求項１から３までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡スコープにおいて、電子内視鏡スコープ
が使用される度毎に前記訂正データ作成手段が動作させ
られて前記訂正データが更新されることを特徴とする電
子内視鏡スコープ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡システム
に用いられる電子内視鏡スコープであって、内視鏡像を
カラー画像として得るために色フィルタを組み込んだ固
体撮像素子を備えたカラー単板式の電子内視鏡スコープ
に関する。
【０００２】
【従来の技術】上述したような電子内視鏡スコープで
は、その遠位端面側に固体撮像素子が設けられ、その色
フィルタには結像レンズ系が組み込まれる。一方、電子
内視鏡スコープ内には光ファイバ束から成る光ガイドケ
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ーブルが挿通させられ、その遠位端は電子内視鏡スコー
プの遠位端面に設けられた照明用レンズと光学的に接続
される。
【０００３】電子内視鏡システムには、電子内視鏡スコ
ープの他に、該電子内視鏡スコープを着脱自在に接続す
るようになった映像信号処理ユニットが含まれる。映像
信号処理ユニット内には白色ランプを持つ光源装置が設
けられ、映像信号処理ユニットに対して電子内視鏡スコ
ープが接続されたとき、光ガイドケーブルの近位端側は
光源装置に光学的に接続され、これにより電子内視鏡ス
コープの遠位端の前方が照明され、このとき被写体が固
体撮像素子の受光面に内視鏡像として色フィルタを通し
て結像される。色フィルタは例えば微細な三原色フィル
タ要素がモザイク状に配列されたものから成り、かくし
て内視鏡は固体撮像素子により一フレーム分の三原色カ
ラー画像信号に光電変換される。
【０００４】映像信号処理ユニットには映像信号処理回
路が設けられ、固体撮像素子から読み出された一フレー
ム分の三原色画像信号は映像信号処理回路に順次送ら
れ、そこで適宜処理された後にカラービデオ信号として
該映像信号処理回路から出力される。電子内視鏡システ
ムには更に映像信号処理ユニットに接続されたＴＶモニ
タ装置が含まれ、このＴＶモニタ装置には映像信号処理
回路からカラービデオ信号が順次送られ、これによりＴ
Ｖモニタ装置では内視鏡像がカラービデオ信号に基づい
てカラー画像として再現表示される。要するに、電子内
視鏡スコープを人体内に挿入することにより、人体内部
の被写体がカラー内視鏡像としてＴＶモニタ装置で観察
することができるわけである。
【０００５】なお、電子内視鏡スコープが映像信号処理
回路に対して着脱自在に接続されるようになっているの
は、電子内視鏡スコープには種々のタイプのものがある
からである。
【０００６】ところで、種々の電子内視鏡スコープで使
用される個々の固体撮像素子の分光感度特性は異なった
ものとなっているので、個々の電子内視鏡スコープが使
用されるとき、そのカラー内視鏡像を適正な色バランス
でＴＶモニタ装置上で再現するためには、固体撮像素子
から読み出された一フレーム分の三原色画像信号のそれ
ぞれの色の画像信号のゲイン（増幅度）を補正して各色
の画像信号レベルを調整する処理、即ちホワイトバラン
ス補正処理が行わなければならない。勿論、三原色画像
信号のそれぞれの色の画像信号のゲインを補正するため
のホワイトバランス補正データは個々の電子内視鏡スコ
ープ毎に異なるので、個々の電子内視鏡スコープの使用
時、ホワイトバランス補正データを作成する作業が必要
となる。
【０００７】即ち、ホワイトバランス補正データの作成
のためには、例えば基準白色で内部が塗布された筒状包
囲体内に電子内視鏡スコープの遠位端が挿入され、この
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とき得られる一フレーム分の三原色画像信号のそれぞれ
の色の画像信号レベルが比較され、これら三原色の画像
信号間の信号レベル差を無くすような係数がホワイトバ
ランス補正データとして作成される。電子内視鏡スコー
プの実際の使用時、固体撮像素子から得られるそれぞれ
の三原色画像信号はそのホワイトバランス補正データに
基づいた係数によって乗じられ、これによりカラー内視
鏡像は適正な色バランスでＴＶモニタ装置上で再現され
ることになる。
【０００８】個々の電子内視鏡スコープが使用される度
毎に、ホワイトバランス補正データの作成作業を行うこ
とは非常に面倒である。そこで、従来では、個々の電子
内視鏡スコープには適当な不揮発性メモリが搭載され、
その不揮発性メモリにはホワイトバランス補正データが
書き込まれて格納される。要するに、電子内視鏡スコー
プの使用時、不揮発性メモリからホワイトバランス補正
データが読み出され、そのホワイトバランス補正データ
に基づいた係数で三原色画像信号の各色信号のゲインが
補正される。かくして、個々の電子内視鏡スコープが使
用される度毎にホワイトバランス補正データの作成作業
を行うことは必要とされなくなる。なお、電子内視鏡ス
コープの固体撮像素子の分光感度特性は経時的に変動
し、また映像信号処理ユニット内の光源装置の白色ラン
プの色温度も経時的に変動するので、ホワイトバランス
補正データについては適時更新することが必要である。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】さて、電子内視鏡スコ
ープが一人の患者に使用された後、その電子内視鏡スコ
ープを再度使用するためには医療安全上消毒殺菌するこ
とが必要となる。消毒殺菌の方法としては、電子内視鏡
スコープを消毒液に浸漬させる方法及び電子内視鏡スコ
ープをオートクレーブ内に入れて加熱殺菌する方法が知
られている。消毒液を用いる消毒殺菌に比べると、加熱
殺菌の方が容易であり、このため近年では加熱殺菌が主
流となりつつある。
【００１０】ところが、加熱殺菌の問題点として、固体
撮像素子に組み込まれた色フィルタが加熱により退色劣
化し得ることが指摘されている。加熱による三原色フィ
ルタ要素の退色劣化は個々の色毎に均等ではなく、加熱
殺菌処理の度毎にＴＶモニタ装置上で再現されるカラー
内視鏡像の色バランスが崩れるということになる。この
ような色バランスの崩れを阻止するためには、加熱殺菌
処理後の電子内視鏡スコープを使用するときには、常
に、ホワイトバランス補正データの作成を行わなければ
ならない。従って、電子内視鏡スコープの消毒殺菌に加
熱殺菌処理が導入された場合には、ホワイトバランス補
正データを上述したように不揮発性メモリに格納保持す
ることが無意味となる。
【００１１】要するに、電子内視鏡スコープの使用の度
毎にホワイトバランス補正データの作成を回避しようす

4
ると、面倒な消毒液による消毒殺菌処理を行わなければ
ならず、また容易な加熱殺菌処理を導入しようとする
と、電子内視鏡スコープの使用の度毎に面倒なホワイト
バランス補正データの作成を行わなくてはならないとい
うことになる。
【００１２】従って、本発明の目的は、内視鏡像をカラ
ー画像として得るために色フィルタを組み込んだ固体撮
像素子を備えた電子内視鏡スコープであって、加熱殺菌
処理後の電子内視鏡スコープの使用の度毎に面倒なホワ
イトバランス補正データの作成を行う必要のない電子内
視鏡スコープを提供することである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
スコープは内視鏡像をカラー画像として得るために色フ
ィルタを組み込んだ撮影用固体撮像素子を備えるもので
あって、撮影用固体撮像素子の色フィルタの退色劣化の
程度を監視するために該色フィルタと同等な特性の色フ
ィルタを組み込んだ色フィルタ退色監視用固体撮像素子
と、この監視用固体撮像素子の色フィルタに白色光を照
射する白色光照射手段と、撮影用固体撮像素子から得ら
れるカラー画像信号の各色の画像信号を増幅する際のゲ
インを補正するためのホワイトバランス補正データを作
成するホワイトバランス補正データ作成手段と、ホワイ
トバランス補正データを格納するメモリ手段と、白色光
源の照明時に色フィルタ退色監視用固体撮像素子から得
られるカラー情報信号に基づいてホワイトバランス補正
データのための訂正データを作成する訂正データ作成手
段とを具備して成るものである。
【００１４】本発明による電子内視鏡スコープは、更
に、訂正データ作成手段によって作成された訂正データ
に基づいてホワイトバランス補正データを訂正して撮影
用固体撮像素子から得られるカラー画像信号にホワイト
バランス補正処理を施すホワイトバランス処理手段を具
備してもよい。
【００１５】本発明の好ましい実施形態にあっては、ホ
ワイトバランス補正データ作成手段を動作させてホワイ
トバランス補正データが作成される度毎に訂正データ作
成手段も動作させられて訂正データが新たに作成され
る。
【００１６】また、本発明の好ましい実施形態にあって
は、電子内視鏡スコープが使用される度毎に訂正データ
作成手段が動作させられて訂正データが更新される。
【００１７】
【発明の実施の形態】次に、添付図面を参照して、本発
明による電子内視鏡スコープの一実施形態について説明
する。
【００１８】先ず、図１を参照すると、本発明による電
子内視鏡スコープを用いる電子内視鏡システムの全体が
ブロック図として概略的に示される。本発明による電子
内視鏡スコープは参照符号１０で全体的に示され、電子
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内視鏡システムは電子内視鏡スコープ１０と、この電子
内視鏡スコープ１０が着脱自在に接続されるようになっ
た映像信号処理ユニット（所謂プロセッサ）１２と、こ
の映像信号処理ユニット１２に接続されたＴＶモニタ装
置１４とから成る。
【００１９】先にも述べたように、電子内視鏡スコープ
１０が映像信号処理ユニット１２に対して着脱自在に接
続されるようになっているのは、電子内視鏡スコープ１
０には種々のタイプのものがあるからである。例えば、
電子内視鏡スコープ１０の代表的なものとしては、気管
支スコープ、胃スコープ、大腸スコープ等が挙げられ
る。要するに、映像信号処理ユニット１２は種々のタイ
プの電子内視鏡スコープによって共用されることにな
る。
【００２０】電子内視鏡スコープ１０は剛性構造の操作
部１０Ａと、この操作部１０と一体化された可撓性の身
体挿入部１０Ｂと、操作部１０Ａから延びる信号ケーブ
ル１０Ｃとから構成される。信号ケーブル１０Ｃの先端
にはコネクタ１０Ｄが装着され、このコネクタ１０Ｄを
介して電子内視鏡スコープ１０は映像信号処理ユニット
１２側のソケット（図示されない）に着脱自在に接続さ
れる。
【００２１】電子内視鏡スコープ１０の操作部１０Ａに
は身体挿入部１０Ｂの先端部の動きを遠隔制御する手動
ハンドル（図示されない）や種々のスイッチ等が設けら
れる。本実施形態で特に関係するスイッチとしては、ホ
ワイトバランス補正データの作成を実行させるときに使
用するスイッチが挙げられ、このスイッチが図１では参
照符号１６によって示される。また、電子内視鏡スコー
プ１０の身体挿入部１０Ｂの遠位端には固体撮像素子１
８（撮影用固体撮像素子）が設けられ、この固体撮像素
子１８は例えばＣＣＤ(charge-coupled Device)撮像素
子から構成される。なお、図示の複雑化を避けるため
に、図１には示されないが、ＣＣＤ撮像素子１８の受光
面には適当な色フィルタが組み込まれ、また電子内視鏡
スコープ１０の遠位端面には該色フィルタに被写体を結
像させるための適当な結像レンズ（図示されない）が設
けられる。
【００２２】電子内視鏡スコープ１０内にはＣＣＤ撮像
素子１８に読出し信号を転送するＣＣＤ駆動信号転送ラ
イン２０及びＣＣＤ撮像素子１８から読み出された一連
のカラー画素信号を転送する画像信号転送ライン２２が
延び、これら転送ライ２０及び２２はコネクタ１０Ｄ内
に設けられたスコープ側処理回路２４に接続される。コ
ネクタ１０Ｄ内にはプリント回路基板（図示されない）
が設けられ、スコープ側処理回路２４はそのプリント回
路基板上に搭載される。また、該プリント回路基板には
一連のピン型コンタクトも設けられ、これらピン型コン
タクトは映像信号処理ユニット１２に対する電子内視鏡
スコープ１０の接続時に該映像信号処理ユニット１２側

6
のソケットの鞘型コンタクトに接続される。
【００２３】また、電子内視鏡スコープ１０内には光フ
ァイバ束から成る光ガイドケーブル２６が延在し、その
遠位端は身体挿入部１０Ｂの端面に設けられた照明レン
ズ（図示されない）に光学的に接続され、その近位端は
コネクタ部１０Ｄから突出する光学接続アダプタ２８に
光学的に接続される。
【００２４】映像信号処理ユニット１２内にはプリント
制御回路基板が設けられ、このプリント制御回路基板に
はシステムコントローラ３０、タイミングコントローラ
３２及び映像信号処理回路３４が搭載される。システム
コントローラ３０、タイミングコントローラ３２及び映
像信号処理回路３４は制御バス及び信号バス等で互いに
適宜接続される。
【００２５】本実施形態では、システムコントローラ３
０はマイクロコンピュータから構成される。即ち、シス
テムコントローラ３０は中央処理ユニット（ＣＰＵ）、
種々のルーチンを実行するためのプログラム、定数等を
格納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、データ等を一時
的に格納する書込み／読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）、
入出力インターフェース（Ｉ／Ｏ）を包含し、電子内視
鏡システムの作動全般を制御する。また、図１に示すよ
うに、システムコントローラ３０にはキーボード３１が
接続され、このキーボード３１を介して種々の指令信号
等が必要に応じてオペレータによって入力される。な
お、キーボード３１上の所定の機能キーにはスイッチ１
６と同じ機能、ホワイトバランス補正データの作成を実
行させる機能を与えてもよい。
【００２６】タイミングコントローラ３２はシステムコ
ントローラ３０の制御下で動作させられ、タイミングコ
ントローラ３２からは種々の周波数の制御クロックパル
スが出力され、これら制御クロックパルスに従って電子
内視鏡システムでの様々な動作タイミングが制御され
る。例えば、映像信号処理回路３４は後述するようにタ
イミングコントローラ３２から出力される種々の制御ク
ロックパルスに従って動作させられる。
【００２７】映像信号処理ユニット１２内には更に光源
装置３６が設けられ、電子内視鏡スコープ１０のコネク
タ部１０Ｄが映像信号処理ユニット１２に接続される
と、光学接続アダプタ２８は光源装置３６と光学的に接
続される。詳述すると、図２に示すように、光源装置３
６には、例えばハロゲンランプ或いはキセノンランプ等
の白色ランプ３８が設けられ、この白色ランプ３８と光
学接続アダプタ２８の端面との間に集光レンズ４０及び
絞り４２が順次配置される。集光レンズ４０は白色ラン
プ４０からの白色光を光学接続アダプタ２８の端面に集
光させるために設けられ、また絞り４２は該端面への白
色光の入射光量を適宜調節する。
【００２８】図２から明らかなように、光源装置３６に
は白色ランプ３８の電源回路４４が設けられ、この電源
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7
回路４４はシステムコントローラ３０の制御下で適宜動
作させられる。また、光源装置３６には絞り４２を作動
させるためのアクチュエータ４６が設けられ、このアク
チュエータ４６は絞り制御回路４８によって作動させら
れ、絞り制御回路４８はシステムコントローラ３０の制
御下で適宜作動させられる。要するに、絞り制御回路４
８によってアクチュエータ４６を作動させて絞り４２の
開度を適宜調節することにより、光学接続アダプタ２８
の端面への白色光の入射光量、即ち光ガイドケーブル２
６の遠位端面からの射出照明光の光量が制御される。な
お、絞り４２の開度については、ＴＶモニタ装置１４の
表示画面が常に一定の明るさとなるように周知の態様で
制御され、その制御態様は自動調光と一般的に呼ばれ
る。
【００２９】かくして、身体挿入部１０の遠位端の前方
は光ガイドケーブル２６の遠位端面から照明レンズを介
して射出される照明光で照明される。従って、電子内視
鏡スコープ１０の身体挿入部１０Ｂが患者の身体内に挿
入されると、患者の身体内部は照明され、このとき被写
体即ち体内組織ＯＢ（図１）が結像レンズによってＣＣ
Ｄ撮像素子１８の受光面上に色フィルタを介して内視鏡
像として結像される。
【００３０】図３を参照すると、コネクタ１０Ｄ内に設
けられたスコープ側処理回路２４の詳細ブロック図が示
され、同図に示すように、スコープ側処理回路２４には
スコープ側コントローラ５０が設けられる。スコープ側
コントローラ５０もシステムコントローラ３０と同様に
マイクロコンピュータから構成される。即ち、スコープ
側コントローラ５０は中央処理ユニット（ＣＰＵ）、種
々のルーチンを実行するためのプログラム、定数等を格
納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、データ等を一時的
に格納する書込み／読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）、入
出力インターフェース（Ｉ／Ｏ）を包含する。
【００３１】また、スコープ側処理回路２４にはＤＳＰ
(digital signal processor)５２が設けられ、このＤＳ
Ｐ５２はスコープ側コントローラ５０の制御下で動作さ
せられる。ＤＳＰ５２はＣＣＤドライバ５４及びアナロ
グ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器５６を介してＣＣＤ撮像
素子１８に接続される。即ち、ＣＣＤ撮像素子１８とＣ
ＣＤドライバ５４とはＣＣＤ駆動信号転送ライン２０に
よって接続され、ＣＣＤ撮像素子１８とＡ／Ｄ変換器５
６とは画像信号転送ライン２２によって接続される。
【００３２】図３では、ＣＣＤ撮像素子１８の受光面に
組み込まれた色フィルタが参照符号ＣＦ

18
で示され、本

実施形態では、色フィルタＣＦ
18
は微細な三原色フィル

タ要素、即ち赤色フィルタ要素、緑色フィルタ要素及び
青色フィルタ要素がモザイク状に配列されたものとされ
る。従って、ＣＣＤ撮像素子１８の受光面に色フィルタ
ＣＦ

18
を通して結像された内視鏡像には三原色の画像情

報が含まれ、この内視鏡像はＣＣＤ撮像素子１８により

8
一フレーム分の三原色画像信号に光電変換される。
【００３３】ＣＣＤ撮像素子１８から一フレーム分の三
原色画像信号を読み出すために、ＣＣＤドライバ５４か
らは一連のＣＣＤ駆動信号がＣＣＤ撮像素子１８に対し
て出力され、一連のＣＣＤ駆動信号の出力タイミングは
ＤＳＰ５２によって制御される。ＣＣＤ撮像素子１８か
ら順次読み出された三原色画像信号はＡ／Ｄ変換５６に
よって三原色デジタル画像信号、即ち赤色デジタル画像
信号Ｒ、緑色画像信号Ｇ及び青色画像信号Ｂに変換さ
れ、これら三原色デジタル画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）はＤ
ＳＰ５２によって種々の画像処理を受けた後にＤＳＰ５
２から映像信号処理ユニット１２内の映像信号処理回路
３４に対して出力される。
【００３４】なお、ＣＣＤ撮像素子１８からの一フレー
ム分の三原色画像信号の読出しについては、電子内視鏡
システムで採用されるＴＶ映像再現方式に従って所定の
時間間隔で行われ、例えば、ＮＴＳＣ方式が採用される
場合には三原色画像信号の読出しは１秒間当たり30回と
なり、またＰＡＬ方式が採用される場合には三原色画像
信号の読出しは１秒間当たり25回となる。
【００３５】ＤＳＰ５２で行われる種々の画像処理のう
ち特に本発明に関係する画像処理としては、ホワイトバ
ランス処理が挙げられる。ホワイトバランス処理では、
三原色デジタル画像信号のそれぞれの色の画像信号のゲ
インがホワイトバランス補正データによって補正され、
これにより三原色デジタル画像信号間に適正なカラーバ
ランスが得られようにされる。なお、ホワイトバランス
処理については後で詳しく説明することにする。
【００３６】図３に示すように、スコープ側処理回路２
４には、不揮発性メモリとして例えばＥＥＰＲＯＭ(ele
ctrically erasable programmable read-only memory)
５８が設けられ、このＥＥＰＲＯＭ５８には電子内視鏡
スコープ１０に特有な種々の情報データが格納される。
本発明に特に関係する情報データとしては、ホワイトバ
ランス補正データが挙げられる。ＣＣＤ撮像素子１８か
ら三原色画像信号の読み出しが行われるとき、スコープ
側コントローラ５０はＥＥＰＲＯＭからホワイトバラン
ス補正データを読み出してＤＳＰ５２に対して出力し、
ＤＳＰ５２はその内蔵メモリ内にホワイトバランス補正
データを格納する。勿論、ＤＳＰ５２では、そのホワイ
トバランス補正データに基づいて上述したホワイトバラ
ンス処理が行われる。
【００３７】先に述べたように、電子内視鏡スコープ１
０が加熱殺菌処理を受けた際にはＣＣＤ撮像素子１８の
色フィルタＣＦ

18
は退色劣化を受け得る。このような色

フィルタＣＦ
18
の退色劣化の程度を監視するために、ス

コープ側処理回路２４には監視用ＣＣＤ撮像素子６０
（色フィルタ退色監視用固体撮像素子）が設けられ、こ
の監視用ＣＣＤ撮像素子６０の受光面には色フィルタＣ
Ｆ
18
と同等な特性を持つ色フィルタＣＦ

60
が組み込まれ
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9
る。なお、監視用ＣＣＤ撮像素子６０は撮像用として用
いられるのではなく色フィルタＣＦ

60
の退色劣化を検出

するための検出素子として用いられるものであって、撮
影用ＣＣＤ撮像素子１８よりも少ない画素数のものとさ
れる。
【００３８】図３に示すように、監視用ＣＣＤ撮像素子
６０の色フィルタＣＦ

60
には白色光源として白色ＬＥＤ

(light emitting diode)６２が対峙させられ、この白色
ＬＥＤ６２はＬＥＤ電源回路６４によって給電され、Ｌ
ＥＤ電源回路６４はスコープ側コントローラ５０の制御
下で動作させられる。即ち、スコープ側コントローラ５
０からＬＥＤ電源回路６４に対してオン信号が出力され
ると、ＬＥＤ電源回路６４は白色ＬＥＤ６２が点灯さ
れ、白色ＬＥＤ６２の出射光が色フィルタＣＦ

60
を透過

して監視用ＣＣＤ撮像素子６０の受光面に照射される。
即ち、監視用ＣＣＤ撮像素子６０の受光面には色フィル
タＣＦ

60
のモザイク像が投影され、このモザイク像は一

フレーム分の三原色画像信号として光電変換される。
【００３９】一方、監視用ＣＣＤ撮像素子６０はＣＣＤ
ドライバ６６、Ａ／Ｄ変換器６８及びＲＧＢ信号生成回
路６９を介してスコープ側コントローラ５０に接続され
る。監視用ＣＣＤ撮像素子６０から一フレーム分の三原
色画像信号を読み出すために、ＣＣＤドライバ６６から
は一連のＣＣＤ駆動信号が監視用ＣＣＤ撮像素子６０に
対して出力され、一連のＣＣＤ駆動信号の出力タイミン
グはスコープ側コントローラ５０によって制御される。
監視用ＣＣＤ撮像素子６０から順次読み出された三原色
画像信号はＡ／Ｄ変換６８及びＲＧＢ信号生成回路６９
によって三原色デジタル画像信号に変換された後にスコ
ープ側コントローラ５０に取り込まれる。スコープ側コ
ントローラ５０では、監視用ＣＣＤ撮像センサ６０から
の三原色データ画像信号が適宜処理された後に上述した
ホワイトバランス補正データを訂正するための訂正デー
タを作成する際に使用される。なお、かかる訂正データ
の作成については後で詳しく説明する。
【００４０】電子内視鏡スコープ１０がそのコネクタ１
０Ｄによって映像信号処理ユニット１２に接続されたと
き、ＤＳＰ５２は映像信号処理回路３４に接続され、ま
たスコープ側コントローラ５０はシステムコントローラ
３０に接続される。なお、図１には示されていないが、
映像信号処理ユニット１２にはその内部の種々の装置や
回路基板等に給電するための電源装置が設けられ、電子
内視鏡スコープ１０がそのコネクタ１０Ｄによって映像
信号処理ユニット１２に接続されたとき、スコープ側処
理回路２４も図示されない給電ラインを通して該電源装
置から給電を受けることになる。
【００４１】図４を参照すると、映像信号処理ユニット
１２の映像信号処理回路３４の詳細ブロック図が示され
る。同図に示すように、映像信号処理回路３４には映像
信号前処理回路７０が設けられ、この映像信号前処理回

10
路７０では、ＤＳＰ５２から送られてきた三原色デジタ
ル画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に対して種々の処理が施され
るが、そのうちの主な処理としては、三原色デジタル画
像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を輝度信号Ｙと２つの色差信号
（Ｒ－Ｙ）及び（Ｂ－Ｙ）とに変換する変換処理が挙げ
られる。なお、映像信号前処理回路７０での種々の処理
はタイミングコントローラ３２から出力される制御クロ
ックパルスに従って行われる。
【００４２】また、映像信号処理回路３４にはメモリ７
２が設けられ、このメモリ７２には第１のメモリ領域７
２
1
、７２

2
及び７２

3
が含まれる。映像信号前処理回路

７０から順次出力される輝度信号Ｙと２つの色差信号
（Ｒ－Ｙ）及び（Ｂ－Ｙ）とはそれぞれ第１、第２及び
第３のメモリ領域７２

1
、７２

2
及び７２

3
に一旦書き込

まれ、これらメモリ領域への輝度信号及び２つの色差信
号の書込みはタイミングコントローラ３２から出力され
る書込みクロックパルスに従って行われる。
【００４３】一方では、第１、第２及び第３のメモリ領
域７２

1
、７２

2
及び７２

3
に輝度信号Ｙと２つの色差信

号（Ｒ－Ｙ）及び（Ｂ－Ｙ）を順次書き込みしている
間、他方では、第１、第２及び第３のメモリ領域７
２
1
、７２

2
及び７２

3
から、互いに関連する輝度信号Ｙ

と２つの色差信号（Ｒ－Ｙ）及び（Ｂ－Ｙ）とが所定の
タイミングで同時に読み出され、それらメモリ領域から
の輝度信号及び２つの色差信号の読出しもタイミングコ
ントローラ３２から出力される読出しクロックパルスに
従って行われる。
【００４４】図４に示すように、映像信号処理回路３４
には更に映像信号後処理回路７４が設けられ、この映像
信号後処理回路７４では、メモリ７２から読み出された
輝度信号Ｙと２つの色差信号（Ｒ－Ｙ）及び（Ｂ－Ｙ）
とに対して種々の処理が施され、そのうちの主な処理の
１つとして、輝度信号と２つの色差信号とを元の三原色
画像信号に戻す変換処理が挙げらる。このような三原色
画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は映像信号後処理回路７４に含
まれるデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換によって三原
色アナログ画像信号に変換された後にコンポーネントビ
デオ信号のうちの赤色ビデオ信号成分Ｒ、緑色ビデオ信
号成分Ｇ及び青色ビデオ信号成分Ｂとして映像信号後処
理回路７４から出力される。一方、コンポーネントビデ
オ信号のうちの複合同期信号成分ＳＹＮＣはタイミング
コントローラ３２で作成されて三原色ビデオ信号成分
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と共に映像信号後処理回路から７４から
出力される。映像信号後処理回路７４から出力されたコ
ンポーネントビデオ信号はＴＶモニタ装置１４に送ら
れ、ＴＶモニタ装置１４では、コンポーネントビデオ信
号に基づく内視鏡像の再現が行われる。
【００４５】また、映像信号後処理回路７４では、上述
したコンポーネントビデオ信号の他に、Ｓビデオ信号
（Ｙ／Ｃ）及びコンポジットビデオ信号Ｃが作成されて
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11
もよく、これらビデオ信号も映像信号後処理回路７４か
ら適宜出力される。なお、それらビデオ信号は例えばビ
デオ・テープ・レコーダによる内視鏡像の記録に使用さ
れ得る。
【００４６】なお、映像信号前処理回路７０の場合と同
様に、映像信号後処理回路での種々の処理についてもタ
イミングコントローラ３２から出力される制御クロック
パルスに従って行われる。
【００４７】上述したホワイトバランス処理とは、ＣＣ
Ｄ撮像素子１８の分光感度特性の偏りを補正する処理で
あり、例えばＣＣＤ撮像素子１８が赤色光に対して最も
よい感度を示し、次いで緑色光に対して中間の感度を示
し、青色光に対して最も悪い感度を示すとき、それらの
感度差を無くすように赤色画像信号、緑色画像信号及び
青色画像信号のそれぞれの信号を増幅する際のゲインを
補正する処理である。具体的に説明すると、例えば、緑
色画像信号のゲインを基準としたとき、赤色画像信号の
ゲインについては赤色光と緑色光との感度差を打ち消す
ように低下させられ、青色画像信号のゲインについては
青色光と緑色光との感度差を打ち消すように増大させら
れる。上述したように、三原色画像信号のゲインを補正
するためのホワイトバランス補正データはＥＥＰＲＯＭ
５８に予め格納され、ＤＳＰ５２では、ＥＥＰＲＯＭ５
８から読み出されたホワイトバランス補正データに基づ
いてホワイトバランス処理が行われる。
【００４８】図５を参照すると、スコープ側処理回路２
４のスコープ側コントローラ５０で実行されるホワイト
バランス補正データ作成処理ルーチンのフローチャート
が示される。
【００４９】ホワイトバランス補正データ作成処理ルー
チンは電子内視鏡システムの作動可能状態下で上述した
スイッチ１６若しくはキーボード３１上の所定の機能キ
ーを操作することにより実行される。即ち、電子内視鏡
システムの作動可能状態下でスイッチ１６が操作される
と、ホワイトバランス補正データ作成処理ルーチンの実
行指令信号がスコープ側コントローラ５０に対して出力
され、またキーボード３１上の所定の機能キーが操作さ
れると、ホワイトバランス補正データ作成処理ルーチン
の実行指令信号が先ずシステムコントローラ３０に出力
され、次いでその実行指令信号はスコープ側コントロー
ラ５０に送られる。
【００５０】また、スイッチ１６若しくはキーボード３
１上の所定の機能キーを操作する前には、所定の準備作
業が必要である。即ち、先ず、電子内視鏡スコープ１０
が映像信号処理ユニット１２に接続され、次いで映像信
号処理ユニット１２の電源スイッチがオンされ、これに
より電子内視鏡システムは作動可能状態となる。このよ
うな作動可能状態下で、電子内視鏡スコープ１０の身体
挿入部１０Ｂは基準白色で内部が塗布された筒状包囲体
内筒（図示されない）に挿入され、これによりＣＣＤ撮

12
像素子１８の受光面には基準白色被写体が色フィルタＣ
Ｆ
18
を通して結像させられる。

【００５１】以上のような準備作業が完了した後にスイ
ッチ１６及びキーボード３１上の所定の機能キーが操作
されると、図５に示すホワイトバランス補正データ作成
処理ルーチンの実行が開始される。
【００５２】先ず、ステップ５０１では、一フレーム分
の三原色デジタル画像信号がＡ／Ｄ変換器５６からＤＳ
Ｐ５２を介してスコープ側コントローラ５０によって取
り込まれ、このとき一フレーム分の三原色デジタル画像
信号には如何なる処理も施されない。次いで、ステップ
５０２では、一フレーム分の三原色デジタル画像信号の
赤色デジタル画像信号の平均ゲインｐｇ

R
、ｐｇ

G
及びｐ

ｇ
B
が演算される。即ち、平均ゲインｐｇ

R
は一フレーム

分の赤色デジタル画素信号の全てのゲインを総計してそ
れを赤色デジタル画像信号の全画素数で除したものであ
り、平均ゲインｐｇ

G
は一フレーム分の緑色デジタル画

素信号の全てのゲインを総計してそれを緑色デジタル画
像信号の全画素数で除したものであり、平均ゲインｐｇ

B
は一フレーム分の青色デジタル画素信号の全てのゲイ
ンを総計してそれを青色デジタル画像信号の全画素数で
除したものである。
【００５３】ステップ５０３では、ホワイトバランス補
正データ（係数）Ｗ

R
、Ｗ

G
及びＷ

B
が以下の演算式よっ

て求められる。
Ｗ
R
＝ｐｇ

G
／ｐｇ

R

Ｗ
G
＝ｐｇ

G
／ｐｇ

G

Ｗ
B
＝ｐｇ

G
／ｐｇ

B

即ち、本実施形態では、緑色画像信号の平均ゲインｐｇ

G
が基準値とされ、かくして緑色データ画像信号用のホ
ワイトバランス補正データＷ

G
（係数）については

“１”とされ、また赤色データ画像信号用のホワイトバ
ランス補正データＷ

R
（係数）については赤色データ画

像信号の平均ゲインｐｇ
R
に対する緑色画像信号の平均

ゲインｐｇ
G
の比とされ、同様に青色データ画像信号用

のホワイトバランス補正データＷ
B
（係数）については

青色データ画像信号の平均ゲインｐｇ
B
に対する緑色画

像信号の平均ゲインｐｇ
G
の比とされる。

【００５４】ステップ５０４では、ホワイトバランス補
正データＷ

R
、Ｗ

G
及びＷ

B
がそれぞれＥＥＰＲＯＭ５８

の所定アドレスに格納され、このとき前回のホワイトバ
ランス補正データが該所定アドレスに格納されていれ
ば、前回のホワイトバランス補正データは今回のホワイ
トバランス補正データによって更新される。
【００５５】以上で述べたホワイトバランス補正データ
の作成自体は当該技術分野では周知であり、電子内視鏡
システムが実際に使用されるとき、Ａ／Ｄ変換５６から
出力される各色のデジタル画像信号の信号レベルはその
該当ホワイトバランス補正データ（Ｗ

R
、Ｗ

G
、Ｗ

B
）に

よって乗じられ、これによりＴＶモニタ装置１４での内
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13
視鏡像の再現が適正なカラーバランスで行われ得ること
になる。
【００５６】本発明によれば、ホワイトバランス補正デ
ータの作成或いは更新時には、常に、以下ステップ５０
５ないし５１３から成る処理が行われる。
【００５７】ステップ５０５では、白色ＬＥＤ６２が点
灯させられ、これにより監視用ＣＣＤ撮像素子６０の受
光面には白色光が色フィルタＣＦ

60
を通して照射され

る。次いで、ステップ５０６では、ＣＣＤドライバ６
６、Ａ／Ｄ変換器６８及びＲＧＢ信号生成回路６９が動
作させられ、これにより一フレーム分の三原色画像信号
が適当な時間間隔で読み出され、その一フレーム分の三
原色画像信号はＡ／Ｄ変換器６８及びＲＧＢ信号生成回
路６９によって一フレーム分の三原色画像信号は一フレ
ーム分の三原色デジタル画像信号に変換される。
【００５８】ステップ５０７では、所定時間が経過した
か否かが判断される。なお、この所定時間は白色ＬＥＤ
６２の発光状態が安定しかつ監視用ＣＣＤ撮像素子６０
からの一フレーム分の三原色画像信号の読出しが安定す
るまでの時間として適宜設定されるものである。
【００５９】ステップ５０７で所定時間の経過が確認さ
れると、ステップ５０８に進み、そこでＡ／Ｄ変換器６
８から一フレーム分の三原色デジタル画像信号がスコー
プ側コントローラ５０によって取り込まれる。次いで、
ステップ５０９では、一フレーム分の三原色デジタル画
像信号の赤色デジタル画像信号の平均ゲインｍｇ

R
、ｍ

ｇ
G
及びｍｇ

B
が演算される。即ち、平均ゲインｍｇ

R
は

一フレーム分の赤色デジタル画素信号の全てのゲインを
総計してそれを赤色デジタル画像信号の全画素数で除し
たものであり、平均ゲインｍｇ

G
は一フレーム分の緑色

デジタル画素信号の全てのゲインを総計してそれを緑色
デジタル画像信号の全画素数で除したものであり、平均
ゲインｍｇ

B
は一フレーム分の青色デジタル画素信号の

全てのゲインを総計してそれを青色デジタル画像信号の
全画素数で除したものである。
【００６０】なお、平均ゲインｍｇ

R
、ｍｇ

G
及びｍｇ

B

は現在の色フィルタＣＦ
60
の赤色フィルタ要素、緑色フ

ィルタ要素及び青色フィルタ要素のそれぞれの退色状態
を表し、従って色フィルタＣＦ

60
と同じ特性を持つ色フ

ィルタＣＦ
18
のそれぞれの退色状態を表すデータとして

後述するように利用される。
【００６１】ステップ５１０では、平均ゲインｍｇ

R
、

ｍｇ
G
及びｍｇ

B
はそれぞれＬｍｇ

R
、Ｌｍｇ

G
及びＬｍｇ

B
に置き換えられる。次いで、ステップ５１１に進み、
そこで平均ゲインＬｍｇ

R
、Ｌｍｇ

G
及びＬｍｇ

B
はそれ

ぞれＥＥＰＲＯＭ５８の所定アドレスに格納される。な
お、平均ゲインＬｍｇ

R
、Ｌｍｇ

G
及びＬｍｇ

B
について

は、後述するように、電子内視鏡スコープ１０が次回使
用されるときに得られる平均ゲイン（ｍｇ

R
、ｍｇ

G
、ｍ

ｇ
B
）に対して前回の平均ゲインという意味において英

14
語の“ＬＡＳＴ”の頭文字“Ｌ”が付されている。
【００６２】ステップ５１２では、白色ＬＥＤ６２が消
灯され、次いでステップ５１３では、ＣＣＤドライバ６
６及びＡ／Ｄ変換器６８の動作が停止される。かくし
て、本ルーチンは終了する。
【００６３】電子内視鏡スコープ１０が一人の患者に使
用された後、その電子内視鏡スコープは映像信号処理ユ
ニット１２から外され、その後電子内視鏡スコープ１０
は消毒殺菌処理を受けることになる。もし電子内視鏡ス
コープ１０がオートクレーブ内に入れられて加熱殺菌さ
れたとすると、撮影用ＣＣＤ撮像素子１８に組み込まれ
た色フィルタＣＦ

18
は先に述べたように加熱により退色

劣化を受け得る。このとき監視用ＣＣＤ撮像素子６０の
色フィルタＣＦ

60
は撮影用ＣＣＤ撮像素子１８の色フィ

ルタＣＦ
18
と同等の特性を持つものであるから、色フィ

ルタＣＦ
60
も色フィルタＣＦ

18
と同程度の退色劣化を受

ける得ることとなる。
【００６４】色フィルタ（ＣＦ

18
、ＣＦ

60
）の各色フィ

ルタ要素の退色劣化の程度は異なり、このため電子内視
鏡スコープ１０が加熱殺菌処理を一旦受けた場合にはそ
の電子内視鏡スコープ１０が使用されるとき、ホワイト
バランス補正データの作成を改めて行うことが必要とさ
れるが、しかし本発明によれば、色フィルタＣＦ

60
の退

色劣化の程度が監視用ＣＣＤ撮像素子６０によって検出
され、これによりホワイトバランス補正データが適正に
訂正されるので、電子内視鏡スコープ１０が加熱殺菌処
理を受けた場合でも、ホワイトバランス補正データの作
成を改めて行う必要はない。
【００６５】図６及び図７を参照すると、ホワイトバラ
ンス補正データ訂正処理ルーチンが示される。なお、ホ
ワイトバランス補正データ訂正処理ルーチンはスコープ
側コントローラ５０で実行される初期化ルーチンの一部
を成すものであって、映像信号処理ユニット１２の電源
スイッチがオンされたとき一度だけ実行されるものであ
る。
【００６６】ステップ６０１では、白色ＬＥＤ６２が点
灯させられ、これにより監視用ＣＣＤ撮像素子６０の受
光面には白色光が色フィルタＣＦ

60
を通して照射され

る。次いで、ステップ６０２では、ＣＣＤドライバ６６
及びＡ／Ｄ変換器６８が動作させられ、これにより一フ
レーム分の三原色画像信号が適当な時間間隔で読み出さ
れ、その一フレーム分の三原色画像信号はＡ／Ｄ変換器
６８によって一フレーム分の三原色画像信号は一フレー
ム分の三原色デジタル画像信号に変換される。
【００６７】ステップ６０３では、所定時間が経過した
か否かが判断される。なお、図５に示すホワイトバラン
ス補正データ作成処理ルーチンのステップ５０７と同様
に、かかる所定時間は白色ＬＥＤ６２の発光状態が安定
しかつ監視用ＣＣＤ撮像素子６０からの一フレーム分の
三原色画像信号の読出しが安定するまでの時間として適
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宜設定されるものである。
【００６８】ステップ６０３で所定時間の経過が確認さ
れると、ステップ６０４に進み、そこでＡ／Ｄ変換器６
８から一フレーム分の三原色デジタル画像信号がスコー
プ側コントローラ５０によって取り込まれる。次いで、
ステップ６０５では、一フレーム分の三原色デジタル画
像信号の赤色デジタル画像信号の平均ゲインｍｇ

R
、ｍ

ｇ
G
及びｍｇ

B
が演算される。

【００６９】ステップ６０６では、前回の平均ゲインＬ
ｍｇ

R
、Ｌｍｇ

G
及びＬｍｇ

B
がＥＥＰＲＯＭ５８から読

み出され、次いでステップ６０７で以下のような演算が
行われる。
ＲＴ

R
＝ｍｇ

R
／Ｌｍｇ

R

ＲＴ
G
＝ｍｇ

G
／Ｌｍｇ

G

ＲＴ
B
＝ｍｇ

B
／Ｌｍｇ

B

即ち、前回の平均ゲインＬｍｇ
R
に対する今回の平均ゲ

インｍｇ
R
の比ＲＴ

R
、前回の平均ゲインＬｍｇ

G
に対す

る今回の平均ゲインｍｇ
G
の比ＲＴ

G
及び前回の平均ゲイ

ンＬｍｇ
B
に対する今回の平均ゲインｍｇ

B
の比ＲＴ

B
が

求められる。
【００７０】なお、もし色フィルタ（ＣＦ

18
、ＣＦ

60
）

の各色フィルタ要素が退色劣化を受けていれば、その光
透過率が増大するので、今回の平均ゲイン（ｍｇ

R
、ｍ

ｇ
G
、ｍｇ

B
）は前回の平均ゲイン（Ｌｍｇ

R
、Ｌｍｇ

G
、

Ｌｍｇ
B
）よりも大きく、このため各比（ＲＴ

R
、Ｒ

Ｔ
G
、ＲＴ

B
）は１以上となり得る。

【００７１】ステップ６０８では、以下のような演算が
行われる。
Δｇ

R
＝│ｍｇ

R
－Ｌｍｇ

R
│

Δｇ
G
＝│ｍｇ

G
－Ｌｍｇ

G
│

Δｇ
B
＝│ｍｇ

B
－Ｌｍｇ

B
│

即ち、今回の平均ゲイン（ｍｇ
R
、ｍｇ

G
、ｍｇ

B
）と前

回の平均ゲイン（Ｌｍｇ
R
、Ｌｍｇ

G
、Ｌｍｇ

B
）との間

のゲイン差Δｇ
R
、Δｇ

R
及びΔｇ

R
の絶対値が求められ

る。
【００７２】ステップ６０９では、ゲイン差Δｇ

R
が所

定の閾値ＴＨよりも大きいか否かが判断される。Δｇ
R

＞ＴＨであるとき、即ち色フィルタ（ＣＦ
18
、ＣＦ

60
）

の赤色フィルタ要素に退色劣化が認められるとき、ステ
ップ６１０に進み、そこで赤色デジタル画像信号用のホ
ワイトバランス補正データＷ

R
が以下の式により訂正さ

れる。
Ｗ

R
＝Ｗ

R
／ＲＴ

R

ここで、ＲＴ
R
はホワイトバランス補正データＷ

R
を訂正

するための訂正データとされ、この訂正データＲＴ
R
で

ホワイトバランス補正データＷ
R
を除することにより、

色フィルタＣＦ
18
の赤色フィルタ要素の退色分だけ増大

したそのゲインを低下させることができる。
【００７３】一方、ステップ６０９でΔｇ

R
≦ＴＨであ

るとき、即ち色フィルタ（ＣＦ
18
、ＣＦ

60
）の赤色フィ

16
ルタ要素に退色劣化が認められないとき、ステップ６１
０を迂回してステップ６１１に進む。
【００７４】ステップ６１１では、ゲイン差Δｇ

G
が所

定の閾値ＴＨよりも大きいか否かが判断される。Δｇ
G

＞ＴＨであるとき、即ち色フィルタ（ＣＦ
18
、ＣＦ

60
）

の緑色フィルタ要素に退色劣化が認められるとき、ステ
ップ６１２に進み、そこで緑色デジタル画像信号用のホ
ワイトバランス補正データＷ

G
が以下の式により訂正さ

れる。
Ｗ
G
＝Ｗ

G
／ＲＴ

G

ここで、ＲＴ
G
はホワイトバランス補正データＷ

G
を訂正

するための訂正データであり、この訂正データＲＴ
G
で

ホワイトバランス補正データＷ
G
を除することにより、

色フィルタＣＦ
18
の緑色フィルタ要素の退色分だけ増大

したそのゲインを低下させることができる。
【００７５】一方、ステップ６１１でΔｇ

G
≦ＴＨであ

るとき、即ち色フィルタ（ＣＦ
18
、ＣＦ

60
）の緑色フィ

ルタ要素に退色劣化が認められないとき、ステップ６１
２を迂回してステップ６１３に進む。
【００７６】ステップ６１３では、ゲイン差Δｇ

B
が所

定の閾値ＴＨよりも大きいか否かが判断される。Δｇ
B

＞ＴＨであるとき、即ち色フィルタ（ＣＦ
18
、ＣＦ

60
）

の青色フィルタ要素に退色劣化が認められるとき、ステ
ップ６１４に進み、そこで青色デジタル画像信号用のホ
ワイトバランス補正データＷ

B
が以下の式により訂正さ

れる。
Ｗ
B
＝Ｗ

B
／ＲＴ

B

ここで、ＲＴ
B
はホワイトバランス補正データＷ

B
を訂正

するための訂正データであり、この訂正データＲＴ
B
で

ホワイトバランス補正データＷ
B
を除することにより、

色フィルタＣＦ
18
の青色フィルタ要素の退色分だけ増大

したそのゲインを低下させることができる。
【００７７】一方、ステップ６１３でΔｇ

B
≦ＴＨであ

るとき、即ち色フィルタ（ＣＦ
18
、ＣＦ

60
）の青色フィ

ルタ要素に退色劣化が認められないとき、ステップ６１
４を迂回してステップ６１５に進む。
【００７８】ステップ６１５では、今回の平均ゲインｍ
ｇ
R
、ｍｇ

G
及びｍｇ

B
がそれぞれＬｍｇ

R
、Ｌｍｇ

G
及び

Ｌｍｇ
B
に置き換えられる。次いで、ステップ６１６に

進み、そこで平均ゲインＬｍｇ
R
、Ｌｍｇ

G
及びＬｍｇ

B

はそれぞれＥＥＰＲＯＭ５８の所定アドレスに格納され
て更新される。
【００７９】ステップ６１７では、白色ＬＥＤ６２が消
灯され、次いでステップ６１８では、ＣＣＤドライバ６
６及びＡ／Ｄ変換器６８の動作が停止される。かくし
て、本ルーチンは終了する。
【００８０】勿論、電子内視鏡スコープ１０が再び使用
されるとき、図６及び図７のホワイトバランス補正デー
タ訂正処理ルーチンが実行され、このときステップ６１
６でＥＥＰＲＯＭ５８に格納された平均ゲインＬｍ
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10

20

30

17
ｇ

R
、Ｌｍｇ

G
及びＬｍｇ

B
を用いて、ホワイトバランス

補正データ（Ｗ
R
、Ｗ

G
、Ｗ

B
）が必要に応じて訂正され

るので、ＤＳＰ５２では常に適正なホワイトバランス処
理が行われ得る。
【００８１】また、定期的にホワイトバランス補正デー
タ作成（図５）が行われる度毎に監視用撮像素子６０の
色フィルタＣＦ

60
の退色状態を表す平均ゲインｍｇ

R
、

ｍｇ
G
及びｍｇ

B
が新たに求められるので、ホワイトバラ

ンス補正データ（Ｗ
R
、Ｗ

G
、Ｗ

B
）の訂正については大

きな誤差無しに行うことができる。
【００８２】上述の実施形態においては、ホワイトバラ
ンス処理を含む種々の画像処理はスコープ側処理回路２
４のＤＳＰ５２で行われるようになっているが、ＤＳＰ
５２を映像信号処理回路３４内に設けて、該種々の画像
処理については映像信号処理ユニット１２内の映像信号
処理回路３４側で行うことも可能である。勿論、その場
合には、スコープ側コントローラ５０によってＥＥＰＲ
ＯＭ５８から読み出されたホワイトバランス補正データ
（Ｗ

R
、Ｗ

G
、Ｗ

B
）は映像信号処理ユニット１２のシス

テムコントローラ３０に一旦送られ、そこから映像信号
処理回路３４内のＤＳＰ５２に出力されることになる。
【００８３】また、上述の実施形態では、色フィルタ
（ＣＦ

18
、ＣＦ

60
）としては、赤、緑及び青の三原色フ

ィルタ要素から成るものが使用されているが、補色フィ
ルタ要素を含む色フィルタが用いられている場合でも本
発明を適用し得ることが理解されるべきである。
【００８４】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による電子内視鏡スコープにあっては、加熱殺菌処理後
に電子内視鏡スコープを使用する度毎に面倒なホワイト
バランス補正データの作成を行う必要がないので、電子
内視鏡システムによる診察検査を効率よく行うことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による電子内視鏡スコープを用いる電子
内視鏡システムの全体概略ブロック図である。
【図２】図１に示す光源装置の概略ブロック図である。
【図３】図１に示すスコープ側処理回路の詳細ブロック
図である。

18
【図４】図１に示す映像信号処理回路の詳細ブロック図
である。
【図５】図３に示すスコープ側コントローラで実行され
るホワイトバランス補正データ作成処理ルーチンのフロ
ーチャートである。
【図６】図３に示すスコープ側コントローラで実行され
るホワイトバランス補正データ訂正処理ルーチンのフロ
ーチャートの一部である。
【図７】図３に示すスコープ側コントローラで実行され
るホワイトバランス補正データ訂正処理ルーチンの残り
の部分である。
【符号の説明】
１０  電子内視鏡スコープ
１２  映像信号処理ユニット
１４  ＴＶモニタ装置
１６  スイッチ
１８  撮影用ＣＣＤ撮像素子（撮影用固体撮像素子）
２４  スコープ側処理回路
２６  光ガイドケーブル
３０  システムコントローラ
３２  タイミングコントローラ
３４  映像信号処理回路
３６  光源装置（白色光照射手段）
５０  スコープ側コントローラ
５２  ＤＳＰ（ホワイトバランス補正データ作成手段及
び訂正データ作成手段）
５４  ＣＣＤドライバ
５６  Ａ／Ｄ変換器
５８  ＥＥＰＲＯＭ（メモリ手段）
６０  監視用ＣＣＤ撮像素子（色フィルタ退色監視用固
体撮像素子）
６２  白色ＬＥＤ
６４  ＬＥＤ電源回路
６６  ＣＣＤドライバ
６８  Ａ／Ｄ変換器
７０  映像信号前処理回路
７２  メモリ
７４  映像信号後処理回路
ＣＦ

18
・ＣＦ

60
  色フィルタ
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